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本号に掲載されている連載「社会と健康を科学するパ

ブリックヘルス」「疫学研究と臨床研究の接点」の著

者の上嶋健治教授（京都大学）は私が敬愛してやまない

研究者の 1人である。
私が上嶋先生に初めてお目にかかったのは今から11年

前の2000年 7月，第13回日本循環器病予防セミナーの際
である。岩手医科大学第 2内科学の平盛勝彦教授（当
時）が実行委員長で，助教授だった上嶋先生が事務局長

であった。当時の上嶋先生はバリバリの循環器内科専門

医，私は今でも続いているがこのセミナーのウリの 1つ
であるグループワークの取り仕切り役として会場の安比

高原のホテルに乗り込んでいった。

既に時効だから書くが，表事務局長の循環器内科専門

医と裏事務局の疫学者が今ひとつしっくりいかなかった

のも事実である。しかしながらその後のセミナーで上嶋

先生と共に講師を務め，この先生の良さがジワジワと分

かってきた。そして上嶋先生の華麗なる転身，京都大学

の EBM研究センターに異動されて，臨床研究（という
よりも，臨床疫学研究）を取り仕切るようになったので

あるから，世の中は面白い。2011年 6月には第24回セミ
ナーの実行委員長をされ，しかもそのテキストの冒頭の

実行委員長挨拶文書の中に私への謝辞まで入れていただ

いた。

2011年11月に岡山で開催された第41回日本医事法学会
のシンポジウムのテーマは「臨床研究」。上嶋先生に臨

床研究の概要とこれを実施する上での規制上の問題点を

最初にまとめてご報告いただき，シンポジウムは成功裏

に終わった。帰りの新幹線をビールを飲みながら京都ま

でご一緒させていただいたが，そのときに「公衆衛生雑

誌の連載がそろそろ掲載される」ということを仰ってい

た。そのときは「ふむふむ」と聞いていたが，まさか私

がその号の編集後記を書くことになるとは思ってもいな

かった。偶然とは恐ろしい。

上嶋先生，ありがとう。そして，今後ともよろしくお

願いいたします。 （中村好一）


